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水温 塩分 三態窒素 燐酸

（℃） (psu) (μg-at/L) (μg-at/L)

9.5 32.52 5.7 0.54
10.7 32.89 5.8 0.54

10.5 32.80 6.7 0.46
8.7 32.31 4.2 0.37
9.8 31.79 6.3 0.51

9.4 32.06 6.8 0.38
8.4 30.59 9.6 0.10
9.7 32.37 9.0 0.55

9.1 32.06 8.4 0.42
9.0 32.34 5.2 0.50
9.9 32.40 5.2 0.40

9.3 32.13 6.0 0.34
9.1 32.41 4.9 0.48
10.7 32.83 5.2 0.51

10.3 32.51 6.0 0.40
9.8 32.63 5.9 0.54
11.1 33.00 5.8 0.55

10.1 32.53 5.9 0.42
8.7 32.10 3.6 0.25
9.8 31.88 8.7 0.48

9.0 31.95 5.7 0.24
8.7 31.07 13.5 0.45
9.4 31.09 15.2 0.58

8.8 31.46 9.6 0.24
8.6 30.05 16.1 0.29
9.4 30.91 19.8 0.71

8.4 30.84 17.9 0.31
8.7 29.41 13.5 0.10
9.0 28.33 30.7 1.01

8.4 30.00 19.7 0.33
8.7 30.28 13.6 0.14
9.6 29.88 28.1 0.89

 8.6 29.80 39.0 0.63
8.7 30.19 13.9 0.13
8.9 26.80 55.5 1.79

8.4 27.49 54.1 1.24
8.5 30.41 10.0 0.11
9.0 31.05 13.4 0.54

8.6 31.45 11.2 0.32
8.6 30.54 9.5 0.11
8.9 29.64 24.8 0.83

8.4 30.74 14.7 0.28
8.6 31.12 10.1 0.24
9.5 30.99 13.8 0.50

9.2 31.57 9.4 0.35
9.9 32.64 5.9 0.55
10.1 32.64 4.3 0.42

10.1 32.61 5.9 0.40
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平成22年 2月12日調査
平成21年 2月 5日調査
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水温（表層、-10m層）
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窒素濃度（表層、-10m層）

表 層

-10ｍ層

神戸市沖～湾奥部でスケレトネマを優占種とした小型珪藻が大量発

生し赤潮を形成しています。降雨による河川からの出水等の影響もあ

り、窒素は全域で３μg-at/L以上の値を示していましたが、今後も珪

藻の増殖（スケレトネマ）、栄養塩動向に注意が必要です。
（水温）表層は湾内8～9℃台で、平均8.9℃。-10ｍ層は平均9.0℃。

（塩分）表層平均31.55psu(2月上旬 平年 31.84）。-10m層平均32.32psu(平

年 32.37）。

（栄養塩、他）表層の窒素濃度は平均7.8μg-at/L、リン濃度は平均0.33μg-

at/L。窒素は平年(8.9)よりやや低く、リンはほぼ平年(0.35)並の値を示して

いる。-10m層(平均)は、窒素5.8μg-at/L、リン0.44μg-at/L。表層塩分が低

い海域（神戸市沖～湾奥部）を中心にスケレトネマ（優占種）やキートセロ

スなどの小型珪藻が大量発生し赤潮を形成しており、特に神戸港周辺で発生

量が多かった。珪藻の発生量が多い海域では、リン濃度が低い値を示してい

る。一方、紀伊水道より流入した海水の影響を受けていたと考えられる東浦

沖～湾南部（水温9℃以上）では、珪藻は少ない状況。ユーカンピアは湾全域
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表 層

-10ｍ層
0.10

06
0.11

0.43

S1
0.11

0.46 S2

0.50

0.50

0.37
0.24

0.44

0.10

0.24

0.13

0.76

0.54 0.48

0.50

0.45

0.45

0.25

0.28

0.54

0.56

0.55

0.54

O16

O5
S3

O18

O7

O8O9
O10

012

O4
S4

リン濃度（表層、-10m層）

表 層

-10ｍ層 O17D

013D

0
06 0

0

S1 10

5
S2

0

20

0

0

0

20

O16

O5 S3

O17D

O18

O7

O8O9
O10

012

013D

O4 S4

コシノディスカス（細胞／L）
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ユーカンピア（細胞／ml）

表 層

-10ｍ層

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

4240
06

6160
S1

5160
S2

55

510
1420

12480
7760

0 0

635

245

0 30

O16

O5

S3

O18

O7

O8O9 O10

012

O4 S4

スケレトネマ（細胞／ml）

表 層
O17D

013D4600

5840


